
薬事日報　薬学生新聞

　こんにちは。メディセレのしゃっち
ょう、児島惠美子です。
　ＴＨＥ世界大学ランキング2019で
100位以内にランキングされた日本の
大学は、42位の東京大学、65位の京
都大学、この二つだけでした。ちなみ
に１位はオックスフォード大学（英
国）、２位はケンブリッジ大学（英国）、
３位はスタンフォード大学（米国）で
す。先進国として日本の大学も、もう
少し上位にランクインしてほしいと思
いました。
　詰め込み型教育の代償として、柔軟
さや考える能力が低くなったのかもし
れません。薬剤師国家試験でも近年は
「考えさせる問題」が重要になってい
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ます。この多様化の時代を生き抜くた
めには、柔軟さや考える能力が必要で
す。
　私自身も、固定観念を打破しようと
意識し始めました。時代が大きく変わ
る中、新しい価値の創造が必要だと思
っています。もしかしたら20年後、
世界大学ランキング１位はオンライン
大学になるかもしれません。
　メディセレでも最近、生講義と動画
講義を融合させたハイブリッド講義を
導入しました。大きく変化したのは生
徒からの質問内容です。生講義だと聞
き逃しに起因する質問が多いのです
が、ハイブリッド講義では聞き逃しは
なくなります。より深く内容を理解し
ようとする質問に変わりますので、成
績が伸びやすくなります。
　義務教育でも、どのような教育がよ

い教育なのかと議論が白熱していま
す。そのなかで「相互承認」の感度を
高めることが重要と指摘されていま
す。
　先日、今回で12年目になる三師会
訪問に行って来ました。日本薬剤師会
の山本会長とは敷地内薬局は是か非か
の話になりました。日本歯科医師会の
牧野副会長からは、診療報酬改定によ
って、歯科医と医師で患者情報を共有
する診療情報連携共有料という報酬が
加わったと教えていただきました。日
本医師会の横倉会長とはオンライン診
療、オンライン服薬指導の話になりま
した。最後に「人口当たりで見ると日
本は世界的にも薬学生が多くなっちゃ
ったね」と言われてしまいましたが…。
チーム医療の中でも「相互承認」は非
常に大切ですね！
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　病院薬剤師の業務や役割は年々広がっている。各診療科の病
棟に薬剤師が常駐し、そこで業務を行う姿はもはや日常のもの
となった。現在は、手術室や集中治療室など院内の各部門にも
幅広く関わるようになり、外来患者の診療を支援する場合もあ
る。活躍の場が広がるだけでなく、業務の質も変化した。患者
への服薬指導や副作用のチェックにとどまらず、医師への処方
提案などを通じて、目の前の患者に応じた最適な薬物治療の設
計に関わる機会が増えている。

　病院薬剤師の仕事といえば、以前は、
地下の薬剤部にこもって入院患者や外
来患者の調剤業務に明け暮れる姿が一
般的だった。1990年代に本格化した
医薬分業の進展に伴い、外来患者の調
剤業務が病院薬剤師の手から離れたこ
とによって、その役割や仕事の内容は
劇的に変化を遂げた。薬剤管理指導料
の新設という診療報酬上の後押しもあ
り、各病院で、浮いた薬剤師のマンパ
ワーを病棟業務に費やせるようになっ
た。
　当初はベッドサイドでの患者への服
薬指導が業務の中心だったが、病棟で
の役割は次第に広がった。病棟に出入
りする中で、医師や看護師から薬の質

問を受けて答えたりするうちに、顔の
見える関係に発展。12年に病棟薬剤
業務実施加算が新設され、病棟で業務
を行う時間が長くなると、各病棟単位
でチーム医療の一員として活躍する機
会が増えた。
　それまでは感染対策チームなど院内
横断型のチーム医療に加わることは多
かったが、病棟単位のチーム医療でも
存在感を発揮し始めた。さらに現在は、
一般病棟だけでなく、手術室や集中治
療室、救急救命室などにも薬剤師が幅
広く関わるようになっている。
　外来診療でも薬剤師は、外来がん化
学療法室で患者の服薬指導や副作用チ
ェックを行ったり、医師の診察前に“薬

剤師外来”で患者に面談したりするよ
うになった。手術予定患者に外来で面
談して、事前に中止すべき薬剤を把握
したり、各診療科外来の医師の診察に
同席したりするなど、外来にも薬剤師
が進出している。
　活動エリアの拡大と併行して、業務
内容も深くなった。医師が処方をオー
ダした後だけでなく、処方の前段階で
薬剤師が医師に適切な薬物療法を提案
する機会が増加。それが発展し、メイ
ンの疾患ではない様々な症状への対応
については、医師から処方設計をまか
されるケースも多くなっている。
　近年は、プロトコールに基づく薬物
治療管理（ＰＢＰＭ）という仕組みを
活用し、医師など他職種と薬剤師が連
携する事例も目立つようになった。こ
れは、関係者の合意のもと、対象患者
への具体的な薬物療法や必要な検査な
どをプロトコールとして事前に作成
し、それに沿って各職種が役割を果た
すことで、より良い医療の実践を目指
すもの。プロトコールで定められた範
囲内であれば、薬剤師も薬物療法の調

整や検査の実施指示などを行えるた
め、職能拡大につながっている。
　このような薬剤師の介入によって、
医師や看護師はその職種にしかできな
い業務に専念できる。例えば手術が多
い整形外科では、細かい薬物療法の調
整を薬剤師が担当してくれれば、手術
に注力できるとして、薬剤師の処方設
計への関与を歓迎する医師は多い。
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